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神秘の光に出会える

ほたるい力、ミユージアム

レポーター:寺西尚三子さん(県立総合衛生学院)
(表紙の人)
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ス
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は
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ブ
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は
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い
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正隆
ブ 1'-
、見
ノ z

Z系
イタ
↓ル
イ
力
の
光

j或

激

ジ
し
た
展
示
水
槽
が
あ
っ
て
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
は
網

起
こ
し
を
体
験
し
な
が
ら
実
際
に
ホ
タ
ル
イ
カ
が
発
光
す

る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
は
、
眺
め
の
よ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ひ
と
休
み
。
こ
と

に
は
、
洋
食
や
喫
茶
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
ホ
タ
ル
イ
カ
料
理

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
イ
カ
の
フ
ラ
イ
を
食
べ

て
み
た
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
グ

i
で
し
た
よ
。

富
山
湾
の
神
秘
に
こ
だ
わ
り
尽
く
し
た
「
ほ
た
る
い
か

ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
」
。
皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

滑
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※
ほ
た
る
い
か
ミ
ユ

ジ
ア
ム
の
入
館
券
を

5
8
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ロ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所

在

地

開
館
時
間

入

館

料

自
分
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

「
思
い
通
り
の
結
果
が
出
せ
ず
残
念
で
し
た
が
、

『
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
る
ぞ
』
と
い
う
闘
争
心
は
養
え

た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
長
野
冬
季
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
、
川
田
工
業
ス
キ

l
部
の
蛇
沢

克
仁
さ
ん
。
北
陸
三
県
か
ら
た
だ

一
人
の
代
表
で
す
D

蛇
沢
さ
ん
は
、
青
森
県
の
東
部
、
東
北
町
の
出
身
。

「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
盛
ん
な
土
地
な
の
で
、
小
さ

い
頃
か
ら
ご
く
自
然
に
ス
キ
ー
を
は
い
て
い
ま
し

た」
。
そ
の
後
、
ス
キ
!
の
名
門
と
し
て
知
ら
れ
る
弘

前
の
東
奥
義
塾
高
校
、
中
央
大

学
を
経
て
、
平
成
七
年
、
川
田

工
業
ス
キ
!
部
の
創
設
と
と
色

に
富
山
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。

長
野
五
輪
に
は
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
の
男
子
競
技
五
種
目
す

べ
て
に
出
場
。
最
初
の
三
十
キ

ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
、

二
十
七

位
に
終
わ
っ
た
も
の
の
終
盤
ま

で

一
け
た
台
の
順
位
を
キ
l
プ

す
る
快
走
を
見
せ
ま
し
た
。
十

キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
は
ワ

ッ
ク
ス

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
か
ら
、
ま
さ

か
の
三
十
四
位
。
「
つ
い
欲
が

出
て
、
空
回
り
し
て
し
ま
い
ま

し
た
」
と
残
念
そ
う
。

し
か
し
、
団
体
戦
の
四
十
キ

宝
石
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
な
青
白
い
光
で
春
の
富
山
湾

を
彩
る
ホ
タ
ル
イ
カ
。
そ
の
神
秘
的
な
魅
力
を
体
験
で
き

る
の
が
、
滑
川
市
に
こ
の
春
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ほ
た
る
い

か
ミ
ュ

i
ジ
ア
ム
」
で
す
。
さ
っ
そ
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

上
島
さ
ん
に
案
内
し
て
も
う
い
ま
し
た
。

最
初
に
〈
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
〉
で
光
と
音
楽

の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ツ
ク
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
深
海
の

よ
う
な
雰
囲
気
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
通
り
、
〈
展
示
ホ
ー

ル
〉
ヘ
向
か
い
ま
す
。

「
こ
の
ホ
ー
ル
に
は
、

C
G
や
特
殊
な
体
感
装
置
を
使

っ
た
展
示
ブ

i
ス
が
あ
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
ホ
タ
ル

イ
カ
や
深
海
の
不
思
議
を
学
べ
ま
す
よ
」
と
上
島
さ
ん
。

「
乙
こ
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
顔
を
近

づ
け
て
み
る
と
突
然
自
の
前
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
ピ
ッ
ク

リ
。
実
は
こ
れ
、
イ
力
の
ス
ミ
を
吹
き
か
け
ら
れ
る
感
覚
を

疑
似
体
験
で
き
る
装
置
な
ん
で
す
。
ど
の
展
示
も
遊
び
心

い
っ
ぱ
い
で
時
間
が
た
つ
の
を
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
〈
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
〉
に
は
定
置
網
を
イ
メ
|

読

売

新

聞

社

提

供

ロ
リ
レ
ー
で
は

第

一
走
者
と
し

て
力
走
、
日
本

距
離
ス
キ

l
界

初
の
七
位
入
賞

の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。
「目

標
は
五
位
入
賞
だ

っ
た
の
で
満
足
は
し
て
い
ま
せ
ん
」

と
喜
び
も
控
え
め
で
す
が
、
手
ご
た
え
は
十
分
感
じ

と
っ
た
よ
う
で
す
。

蛇
沢
さ
ん
は
現
在
二
十
五
歳
。
冬
季
五
輪
で
史
上

最
多
と
な
る
通
算
八
個
の
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
ビ
ョ
ル
ン
・
ダ

l
リ
が
三
十
歳
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

選
手
と
し
て
の
円
熟
期
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
。
二

0

0
0年
と
や
ま
国
体
や
二

O
O
二
年
の
ソ
ル
ト
レ
ー

ク
シ
テ

ィ
l
冬
季
五
輪
に
向
け
て
期
待
が
高
ま
り
ま

す
。
「小
さ
い
頃
は
人
と
の
競
走
に
勝
つ
た
め
に
練
習

し
て
い
ま
し
た
。
で
も
現
在
の
レ
ベ
ル
ま
で
来
る
と

ラ
イ
バ
ル
は
自
分
自
身
。
い
ま
目
標
と
す
る
自
分
を

超
え
て
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
い
る
自
分
に
近
づ
き
た

い
。
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
」
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
は
練
習
に
入
り
、

六
月
か
ら
九
月
末
に
か
け
て
は
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の

合
宿
と
、
練
習
日
程
は
ぎ
っ
し
り
。
蛇
沢
さ
ん
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

⑤ヰ出

4藻京
空ι
己こイ

の力
泉tf.
住
む
深
;毎
の
水

レ
ス
ト
ラ
ン
では、

海
に
沈
む
夕
陽
や
、
漁
火
も

楽
し
め
ま
す
0

4司

表
紙

撮
影

赤

羽

仁

諭

(富
山
県
写
真
家
協
会
会
員
)

と
や
ま
遊
学
感

ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
l
ジ
ア
ム

-・;:::・:・・:・表
2

ひ
と
ア
ズ
と
や
ま

-:・:・:・:・:・:・:・・

4'

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
I

姥
沢
克
仁
さ
ん

特
集親
し
む
、
活
か
す
、
創
る
、
県
民
の
文
化

1
富
山
県
民
文
化
計
画
策
定
1 -・・
2

P
I
N
U
P
T
O
Y
A
M
A
 

写
真
滝
川
邦
彦
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)

佐
渡
真
澄
(
富
山
現
代
詩
人
会
会
員
) -

-
-
G
V
 

詩ト
ピ
ッ
ク
ス
①

県
の
保
健
所
が
再
編
強
化
さ
れ
ま
す
。

---au 

ト
ピ
ッ
ク
ス
②

富
山
県
環
境
基
本
計
画
を
策
定

10 

エ
ッ
セ
イ

小
見
美
由
紀

11 

(附
富
山
県
建
築
士
会
女
性
部
会
前
部
会
長
)

暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス

12 

と
や
ま
音
の
あ
る
風
景
:
:
・
:
:
;
:
:
表
3

木
彫
の
町
、
井
波



。e親
し
む
明
活
か
す
、

県
民
の
文
化
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創
る
~

;
富
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県
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文
化
計
画
策
定
;

親しむ、活かす、創る、県民の文化
~~ ~富山県民文化計画策定~

県
民
の
文
化
の
振
興
に
寄
せ
る
期
待
が
大
き
く
な
る
恕
か
で
、
県
で
は
文
化

振
興
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
一
昨
年
に
制
定
し
た
富
山

県
民
文
化
条
例
に
基
づ
き
、
こ
の
た
び
富
山
県
民
文
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、

①
県
民
の
文
化
活
動
を
通
じ
た
心
の
豊
か
さ
の
追
求
を
支
援
す
る
こ
と

⑧
富
山
U
Sで
は
の
文
化
の
創
造
活
動
を
支
媛
す
る
と
と

⑧
文
化
振
興
を
遇
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
県
の
施
策
の
方
向
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
方
策
を
示
し
、
「
文
化
の

香
り
高
い
ふ
る
さ
と
富
山
」
の
実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

こ
と
で
は
、
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

図
困
園
国
園
園
園

園
園
園
園
田

人
々
の
価
値
観
や
欲
求
が
ま
す
ま
す
多
様

化
す
る
と
と
も
に
自
由
時
間
が
増
加
し
、
余

暇
に
対
す
る
こ

l
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

図
困
園
困
園

困
図
悶
悶
菌

文
化
振
興
の
た
め
の
施
策
は
、
大
き
く
分

け
て
次
の

一一

つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

-
文
化
基
盤
の
充
実
と
活
性
化

文
化
活
動
の
主
体
で
あ
る
「
人
」
、
そ
の

活
動
の
舞
台
で
あ
る
「
場
」
、
そ
れ
ら
の
多

様
な
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
充
実
、

活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

E
行
政
の
文
化
化
の
推
進

行
政
自
身
が
地
域
文
化
形
成
の
一
主
体

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
行
政
の
文
化

化
を
推
進
し
ま
す
。

語圏園闘
記陸自国

①
文
化
を
楽
し
む
生
活
の
普
及

県
民
の
す
べ
て
が
気
軽
に
文
化
に
親
し
み
、

文
化
を
生
活
に
活
か
し
、

心
豊
か
な
生
活
を

営
む
「
文
化
を
楽
し
む
生
活
」
の
普
及
を
推

進
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ゆ
と
り
を
創
出
す
る
時
間
の

確
保
や
鑑
賞
機
会
の
提
供
、
身
近
な
指
導
者

の
発
掘
、
実
践
的
入
門
講
座
・
教
室
の
開
設
、

さ
ら
に
、
少
子
・
高
齢
化
や
情
報
化
、
国

際
化
の
進
展
な
ど
、
文
化
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
小
矢
部
市
の
桜
町
遺
跡
や
、

大
山
町
の
恐
竜
足
跡
化
石
な
ど
大
き
な
発
見

が
相
次
い
で
い
る
こ
と
や
、
五
箇
山
の
合
掌

造
り
集
落
の
世
界
遺
産
へ
の
登
録
、
高
岡
市

の
瑞
龍
寺
の
国
宝
指
定
な
ど
を
契
機
と
し
て
、

文
化
財
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

発
表
の
機
会
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
文
化

活
動
の
き
っ
か
け
w

つ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
県
民
が
技
や
才
能
を
披
露
し
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
な
ど
、
聞
か
れ
た

交
流
の
中
で
文
化
を
楽
し
む
運
動
を
進
め
ま

す
。さ

ら
に
、
本
県
の
特
徴
あ
る
生
活
文
化
の

継
承
発
展
を
推
進
し
ま
す
。

加
え
て
、
生
涯
学
習
機
関
等
に
お
い
て
富

山
の
文
化
を
学
び
楽
し
む
講
座
等
を
推
進
し

ま
す
。

⑧ 
明
日
の
文
化
を
担
つ
青
少
年
の
育
成

文
化
学
習
の
指
導
に
あ
た
る
専
門
的
教
職

員
の
確
保
、
優
れ
た
芸
術
文
化
な
ど
の
鑑
賞

機
会
の
提
供
や
郷
土
学
習
の
促
進
な
ど
を
通

じ
て
、
児
童
・
生
徒
の
文
化
学
習
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
優
れ
た
指
導
者
の
派
遣
、
文
化
活

動
の
発
表
機
会
の
提
供
、
地
域
が

一
体
と
な

っ
た
伝
統
芸
能
の
継
承
な
ど
を
通
じ
て
、
児

童

・
生
徒
の
課
外
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
専
門
高
等
教
育
等
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
若
手
芸
術
家
等
に
対
す
る
発
表

機
会
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
若
手
人
材
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

⑧
女
性
の
文
化
活
動
の
促
進

親
子
で
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
な
ど
を
通
じ

て
、
身
近
な
文
化
活
動
の
き
っ
か
け
、
つ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
女
性
美
術
展
の
開

催
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
主
体
的
な
文
化
活

動
を
促
進
し
ま
す
。

④
指
導
的
専
門
的
人
材
の
確
保

若
手
や
ア

マ
チ
ュ
ア
な
ど
の
指
導
に
あ
た

る
人
材
の
養
成

・
確
保
を
進
め
る
と
と
も
に
、

全
国
や
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
本
県
ゆ
か
り

の
芸
術
家
等
の
県
内
に
お
け
る
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

ま
た

、
伝
統
工
芸
等
の
技
能
者
を
社
会
的

に
評
価
し
、
優
れ
た
技
能
の
継
承
を
推
進
し

ま
す
。

2 
企平成9年からはじまった「富山県民芸術文化祭」オープニングフェスティパルより

⑧
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

文
化
施
設
を
中
心
に
継
続
的
な
活
動
を
行

う
た
め
の
組
織
前
つ
く
り
ゃ
、
公
立
文
化
ホ
ー

ル
で
組
織
さ
れ
て
い
る
公
立
文
化
施
設
協
議

会
等
に
よ
る
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や

研
修
等
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
の
解
説
や
発
掘
調
査

補
助
等
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

3 



⑥
芸
術
文
化
団
体
へ
の
支
援

県
内
の
芸
術
家
や
グ
ル
ー
プ
等
の
連
合
組

織
や
市
町
村
文
化
協
会
の
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

⑦
文
化
遺
産
を
愛
護
す
る

団
体
へ
の
支
援
等

県
民
の
文
化
遺
産
愛
護
意
識
を
は
ぐ
く
む

と
と
も
に
、
環
境
整
備
、
維
持
管
理
な
ど
を

行
う
文
化
遺
産
愛
護
団
体
へ
の
支
援
や
指
導

的
人
材
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

豊
か
な
文
化
活
動
の

場
事
つ
く
り

⑨
県
民
の
日
常
的
恕
活
動
の
場
の
整
備

公
民
館
な
ど
身
近
な
公
共
施
設
に
つ
い
て
、

住
民
ニ

l
ズ
に
沿
っ
た
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

⑧ 
整発
備衰
の
場
の

親しむ、活かす、創る、県民の文化
~ ~~~A'_._._ ，...，富山県民文化計画策定~

文
化
施
設
に
つ
い
て
、
自

主
事
業
の
充
実
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
の
養
成
と
確
保
、
友
の

会
や
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
連
携
、
バ
リ
ア
フ
リ

l
化

(
障
壁
の
除
去
)
を
は
じ
め
と

す
る
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の

対
応
な
ど
の
利
用
し
や
す
い

管
理
運
営
体
制
等
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
文
化
施
設
が
地
域

文
化
を
育
て
、
発
信
す
る
役

割
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
住
民

-ー

さ
ら
に
、
市
町
村
や
民
間
団
体
が
行
う
特

徴
あ
る
国
際
交
流
事
業
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

の
マ
イ
ホ

l
ル
意
識
、
マ
イ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

意
識
の
高
揚
を
推
進
し
ま
す
。

⑧
街
の
中
の
舞
台
づ
く
り

各
種
の
事
業
を
活
用
し
、
商
庖
街
や
公
園

な
ど
の
賑
わ
い
空
間
に
お
け
る
文
化
活
動
の

舞
台
m

つ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑧
交
流
の
諸
条
件
の
整
備

文
化
交
流
を
支
え
る
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

通
訳
・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を

促
進
し
、
県
民
の
も
て
な
す
心
(
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
)
が
育
ま
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
各
種
都
市
機
能
な
ど
、
交
流
基
盤

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑧
地
域
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

県
民
、
企
業
、
市
町
村
、
県
等
の
連
携
に

よ
り
、
地
域
住
民
共
通
の
諮
り
と
な
る
文
化

資
源
(
文
化
財
、
伝
承
・
風
習
、
自
然
や
景

観
、
地
場
産
業
な
ど
)
の
掘
り
起
こ
し
ゃ
、

乙
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
施
設
の
人
材
、
施
設
、
情
報
、

事
業
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

④
複
合
的
な
文
化
ゾ
l
ン
の
形
成

県
民
の
多
様
な
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

文
化
施
設
や
商
庖
街
、
公
園
な
ど
を
隣
接
、

複
合
さ
せ
、
地
区
全
体
が
文
化
ゾ

l
ン
と
な

る
よ
う
な
都
市
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑧
苔
術
の
創
作
空
間
の
整
備

本
県
の
雄
大
な
自
然
や
優
れ
た
住
環
境
を

活
か
し
、
創
作
や
練
習
の
場
の
整
備
等
を
推

進
し
ま
す
。

⑧
文
化
遺
産
の
継
承
と
振
興

文
化
遺
産
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
応

え
、
県
民
の
文
化
学
習
等
に
文
化
遺
産
が
適

切
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
修
理
復
元
、
発
掘

調
査
、
後
継
者
育
成
、
教
育
普
及
活
動
な
ど

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
登
録
制
度
の
活
用
等
に
よ

る
近
世
近
代
の
建
造
物
や
.歴
史
的
町
並
み
等

文
化
情
報
の
収
集
、

提
供

民
間
と
行
政
が
協
力
し
、
補
完
す
る
こ
と

に
よ
り
、
総
合
的
に
情
報
の
提
供
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
「
と
や
ま
学
遊
ネ
ッ
ト
」
や
公

立
文
化
施
設
協
議
会
等
に
よ
る
文
化
情
報

の
提
供
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

文
化
に
関
す
る
産
業
の

振
興
等

商
品
開
発
へ
の
支
援
や
商
庖
街
活
性
化
事

業
等
を
通
じ
て
、
伝
統
産
業
や
地
場
産
業
、

デ
ザ
イ
ン
産
業
、
イ
ベ
ン
ト
産
業
な
ど
、
文

化
に
関
す
る
産
業
を
振
興
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
な
ど
に
よ
る
芸
術
文
化
の
支

援
活
動
(
い
わ
ゆ
る
メ
セ
ナ
活
動
な
ど
)
を

奨
励
し
ま
す
。

園
困
固
因
園
田
園

盟
国

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
を
形
成
す
る
た
め
、

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
文
化
的
な
生

活
環
境
の
整
備
を
進
め
、
県
有
建
築
物
を
は

4 

の
保
存
と
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
合

掌
造
り
集
落
等
の
歴
史
的
景
観
や
自
然
景
観

の
保
存
と
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
地
域
別
つ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

多
様
な
文
化
活
動
の
I

l

-

-

」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
申
つ
く
り
L

①
文
化
交
流
の
促
進

県
民
芸
術
文
化
祭
な
ど
の
文
化
行
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
国
内
交
流
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

ま
た
、
世
界
的
レ
ベ
ル
の
コ
ン
ク
ー
ル
の

開
催
な
ど
国
際
交
流
機
会
を
提
供
す
る
ほ
か
、

環
日
本
海
地
域
の
美
術
展
の
開
催
や
、
「
日
本

海
学
」
の
創
造
を
め
ざ
す
日
本
海
博
物
館

(
仮
称
)
計
画
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
環
日

本
海
文
化
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

1 じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
美
観
や
快
適
性
、
環
境
等
へ
の
配
慮
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
等
の
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
親
し

み
ゃ
す
さ
や
分
か
り
ゃ
す
さ
な
ど
に
配
慮
し
、

事
業
へ
の
住
民
の
参
加
等
を
進
め
ま
す
。

文
化
は
、
選
ば
れ
た

一
部
の
人
々
が
創
造

す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
祭
り
な
ど
特

別
の
日
に
限
っ
て
味
わ
い
、
楽
し
む
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
、
多
く
の
人
々
が
、

生
活
の
一
部
と

し
て
文
化
に
親
し
み
、
文
化
活
動
を
楽
し
み
、

そ
の
な
か
に
日
々
の
喜
び
を
見
い
だ
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
自
由
な
文

化
活
動
を
尊
重
し
、
県
民
や
関
係
団
体
、
関

係
機
関
、
市
町
村
等
と
密
接
な
連
携
の
も
と
、

n
文
化
の
香
り
高
い
ふ
る
さ
と
富
山
“
の
実

現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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れま夫、
県の保健所が
円強化

いま保健所には、 0157や026などの伝染病や

食中毒、慢性疾患の増加など疾病構造の変化、保健に

対する住民ニーズの多様化、食品の安全性やごみ等の

生活環境問題など、さまざまな課題に対応していくこ

とが求められています。

このため、保健所をはじめとする地域保健の新たな

体系の構築について定めた地域保健法が施行され、園、

県、市町村が、それぞれ役割を分担しながら地域保健

対策を総合的に推進することになりました。これによ

り、住民に身近で利用頻度の高い保健サービスは市町

村が実施する一方、都道府県は広域的、専門的、技術

的な業務を担うことになります。

富山県では、 7月1目、次のとおり保健所を再編し、

機能強化を図ります。

四
保
健
所
と
五
支
所
に

再
編
し
ま
す
。

保
健
所
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
現
在
九
つ
あ
る
県
の
保
健
所

を
再
編
し
、
四
保
健
所
と
五
支
所
の
体
制
に
し
ま
す
0
.

7月1白からの名称 新しい所管区域 連絡先(TEL)I 

新川保健所 黒部市、魚津市
0765(52)1224 

(現黒部保健所) 下新川郡

新川保健所魚津支所
〈魚津市〉 0765(24)0357 

(現魚津保健所)

中部保健所 滑川市、中新川郡
0764(72)1234 

(現上市保健所) 上新川郡、婦負郡

中部保健所八尾支所
〈大沢野町、婦負郡〉 0764(54)3171 

(現八尾保健所)

高岡保健所 高岡市、新湊市
0766(21 )9411 

(現高岡保健所) 氷見市、射水郡

高岡保健所小杉支所
〈新湊市、射水郡〉 0766(56)2666 

(現小杉保健所)

高岡保健所氷見支所
〈氷見市〉 0766(74)1780 

(現氷見保健所)

砺波保健所 砺波市、小矢部市
0763(22)3511 

(現福野保健所) 東砺波郡、西砺波郡

砺波保健所小矢部支所
〈小矢部市、福岡町〉 0766(67) 1070 

(現小矢部保健所)

8 

※富山市については、従来どおり富山市保健所 (TEL0764(28)1155)が
所管します。

※< >の区域の業務の一部は支所が所管します。

〈
保
健
所
お
よ
び
支
所
の
お
も
な
仕
事
〉

寸
|
J
I
B
精
神
保
健
福
祉
、
難
病
、
エ
イ
ズ
等
の
相
談
・
指
導

百
八

r↓
附

置
食
品
衛
生
・
環
境
衛
生
・
薬
事
関
係
営
業
者
等
の
許
可
・
届
出
等
の

健

支

受

付

・

指

導

保-

一

-
試
験
検
査
の
検
体
受
付

一

「

ー

・

食
品
衛
生
・
環
境
衛
生
・
薬
事
衛
生
・
狂
犬
病
予
防
等
の
監
視
指
導
等

一

国

一
般
健
康
診
断
業
務

一

瞳
試
験
検
査

(細
菌
検
査
、
飲
料
水
検
査
、
食
品
検
査
等
)
の
実
施

一

国
各
種
企
画
調
整
業
務
(
情
報
の
収
集
・
活
用
、
調
査
研
究
、
市
町
村
職
員

一

の
研
修
等
)

「
I

l

l

・
医
療
施
設
の
監
視
指
導

-
飲
料
水
や
食
品
な
ど
の
試
験
検
査
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

-
p
C
R
機
器
(
遺
伝
子
増
幅
装
置
)
、
ガ
ス
ク
口
マ
ト
グ
ラ

フ
な
ど
、
高
度
な
横
査
機
器
を
導
入
し
ま
す
。

地
域
保
健
の
拠
点
と
し
て

機
能
を
強
化
し
ま
す
。

利
用
者
の
窓
口
は

遠
く
な
り
ま
せ
ん
。

快
適
で
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
保

健
の
広
域
的
、
専
門
的
、
技
術
的
拠
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
に

機
能
強
化
し
ま
す
。

-
「
感
染
症
疾
病
班
」
を
設
置
し
、

0
1
5
7
を
は
じ
め
と
す

る
大
規
模
な
伝
染
病
や
食
中
毒
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
危
機
管
理
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

-
「
食
品
衛
生
監
視
機
動
班
」
を
設
置
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
っ
た
大
規
模
施
設
の
監
視
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

企 PCR機器

(0157や026等の病原性大腸菌毒素検査などに

威力を発揮します。)

市
町
村
に
対
す
る

支
援
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

支
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
ま
で
ど
お

り
継
続
し
ま
す
。

・
保
健

・
医
療

・
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
医
療
給
付
、
各

種
の
許
可

・
届
出
と
い

っ
た
窓
口
業
務

・
試
験
検
査
の
検
体
受
付
や
免
許
申
請
の
受
付

』 正設
問玩叫咽

市
町
村
に
お
い
て
住
民
に
身
近
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
職
員
等
の
研
修
や
市
町
村
事
業
に
対

す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
指
導

・
協
力
な
ど
、
支
援
体
制
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

企ガスクロマトグラフ

(農薬、 添加物検査などに威力を発揮します。)

問
合
せ

最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
県
庁
医
務
課

8
0
7
6
4
(判
)
3
2
1
8
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清
ら
か
な
水
と

豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
た

快
適
な
環
境
を
め
ざ
し
て

@主な内容

.おおむね21世紀初頭までの10年間程度を計画期間と し、

①安全で健康な生活環境の確保

②環境への負荷が少ない循環型社会の構築

③自然と共生したうるおいのある環境の実現

④快適な環境づくり

⑤地球環境の保全への行動と積極的貢献

⑥環境の保全及び創造に向けたみんなの行動

⑦総合的視点、で取り組む環境の保全及び創造

の7つを [施策の柱]としています。

を
策
定
し
ま
し
た
。

を
実
現
す
る
た
め
に
施

」
も
の
で
、
本
県
に
お

-

)
-

相

号

「

』星

F4mr

《

h
u

一

J

探
知

一

i

l
-

---mw
一

章
見
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a
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h
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市
・
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環

長

一

県

引

一

山

成

一

富

何
戸

第
笠
木

富山県環境基本計画の位置づけ

.また、[施策の柱]のもとに、それぞれ[個別施策]と[目

標]を定めるとともに、必要に応じ、[評価のための指標]

を示しています。

例

[施策の柱]…安全で健康な生活環境の確保

[個別施策]…健康で快適な大気環境の確保

[目 標]…健康で快適な生活ができ るきれいな空の確保

…悪臭のないさわやかな環境の確保

[評価のための指標]…下記のとおり

IA._-

a』

0大気汚染物質濃度については、環境基準及び
ブルースカイ計画(富山県大気環境計画)に

示す環境目標を達成維持する。

県ではこの計画に基づき、 環境の保全や創造のための

施策を展開していきます。

ブルースカイ計画の環境目標(上限値)

日平均値(98%値)注 一時間値年平均値

社
団
法
人
富
山
県
建
築
士
会
女
性
部
会

前
部
会
長

こ

み小
見
美
由
紀

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
は
、
富
山
の
典

型
的
な
田
の
亨
型
の
民
家
で
あ
る
。

夏
は
、
襖
や
障
害
戸
を
外
し
て
す
だ
れ

を
吊
し
、
家
の
前
に
は
水
を
撒
い
た
。
広

く
開
け
放
し
た
窓
か
ら
は
風
が
家
の
申
を

か
け
抜
け
、
エ
ア
コ
ン
も
扇
風
機
も
要
ら

な
い
。
天
井
が
高
く
て
、
夏
、
涼
し
い
家

で
あ
っ
た
。

冬
は
、
す
き
ま
風
が
入
っ
て
と
て
も
寒

か
っ
た
が
、
服
を
着
込
ん
だ
り
、
家
族
が

一
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
暖
を
と
っ
た

り
、
夜
は
祖
母
に
く
っ
つ
い
て
寝
た
り
と
、

そ
れ
な
り
の
工
夫
を
し
て
い
た
。

お
そ
ら
く
私
と
同
年
代
の
人
達
に
は
、

遠
い
記
憶
の
中
に
あ
る
思
い
出
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
舎
で
は
二
家
に
エ
ア
コ
ン
が

二
、
三
台
あ
っ
て
も
当
た
り
前
の
時
代
に

な
っ
て
き
た
。

f-sza 

自
分
の
設
計
で
家
を
建
て
た
と
き
、
北

側
に
あ
る
道
路
に
面
し
て
風
を
取
り
入
れ

る
た
め
の
窓
を
つ
け
た
。
し
か
し
、
そ
の

風
も
年
々
暖
か
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
暖
め
ら
れ
た
空
気
や
エ
ア

コ
ン
の
室
外
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
暖
か
い

空
気
が
、
風
と
共
に
窓
か
ら
入
っ
て
く
る

の
だ
。
「
地
球
温
暖
化
」
の
文
亨
が
頭
に
浮
か

ん
で
く
る
・
・・・
・・。

最
近
で
は
「
夏
涼
し
く
、
冬
暖
か
く
」

暮
ら
す
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
空
調

設
備
に
頼
っ
て
い
る
。
断
熱
効
果
を
高
め

る
た
め
に
窓
も
小
さ
く
な
り
二
十
四
時
闘

機
械
摸
気
で
窓
を
開
け
る
必
要
の
な
い
家

も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
環
境
が
地

球
を
お
び
や
か
し
、
人
閣
の
体
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
ご
と
に
私
た
ち
は
気
が
つ

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「C
0
2削
減
」
「
オ
ゾ
ン
層
服
壊
」
「
シ

ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
等
々
:
:
:。

舎
や

マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
耳

や
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
話
題
で
あ
る
。

私
た
ち
は
快
適
な
暮
ら
し
を
求
め
る
が

た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
住
ま
い
を

気
密
化
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

夏
は
、
冷
房
で
体
が
冷
え
る
か
ら
と
長

袖
の
服
を
着
て
、
冬
は
、
暖
房
の
効
い
た

部
屋
で
薄
着
を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
姿
が

本
当
に
快
適
な
の
だ
ろ
う
か
:
:
:
。
そ
れ

10 

県庁環境政策課 ft 0 7 6 4 (44) 3 1 4 1 

※詳細は県庁ホームページでもご覧いただけます。

http://www.pref.toyama.jp/sectionsパ705/1705.htm

問合せ0悪臭については、日常生活において不快さを感
じないレベルを達成維持する。

i主)98%値…統計上、値を小さい健から高い値に並べて整理したときの小さい方から
全体の98%に相当する債で環境濃度の評価は、年度単位で表している。

O.iOOppm O.040ppm 

O.040ppm 

O.016ppm 

O.020ppm 

ひ
さ
し

よ
り
も
家
の
庇
を
深
く
出
し
、
南
の
庭
に

は
落
葉
樹
を
植
え
て
夏
の
日
差
し
を
防

ぐ
。
道
路
に
は
水
を
撒
い
て
温
度
を
下
げ
、

北
側
に
は
大
き
な
窓
を
つ
け
て
風
通
し
を

よ
く
す
る
。
家
の
周
り
に
木
を
植
え
る
だ

け
で
、
そ
こ
を
通
過
す
る
風
の
温
度
は
二

j
三
度
下
が
る
と
い
う
。

そ
ん
芯
工
夫
し
だ
い
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
も
快
適
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
:
:
・。

「
住
ま
い
は
霊
を
む
ね
と
す
べ
し
」
(
だ

っ
た
と
思
う
が
:
:
:
)
そ
ん
な
言
葉
が
あ

る
。住
ま
い
は
夏
涼
し
く
過
ご
せ
る
工
夫
を

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
快
適
な
暮
ら
し
が
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
合
一
度
、

琶
の
暮
ら
し
方
を
見
直
す
の
も
大
切
な
こ

と
の
よ
う
に
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。

も
う
す
ぐ
あ
の
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
太
陽
が

照
り
つ
け
る
夏
が
ま
た
や
っ
て
来
る
。
今

年
の
夏
も
き
っ
と
去
年
よ
り
暑
い
夏
に
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
:
・
:
。

11 



、 暮らしの イ
③六@ノミ①ベ⑥ ー

環
境
に
や
さ
し
い
商
品
の
目
安
は
0
・

、
，
‘
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
た
い
と

，
、
思
い
ま
す
が
、
・簡
単
に
見
分
け
る
方
法
が
あ
リ
ま
す
か
。

-CV
B
Y
 

/
」

t
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N

、h
明
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仏
ド
、

b

F

，

こ
圃
・
r副
凹

u
・
圃

ー

-つ
'

d

d
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ョ、
h

Awwd
v
t
e

、、

急
ゾ
F
l
i

也、、

よ
れ
d
g
t

、

、

地
球
環
境
な
ど
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い

』
，

商
品
を
購
入
し
よ
う
と
い
う
消
費
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
般
に
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
と
は
、
①
環
境
や
人
の
健
康
に

被
害
を
与
え
る
物
質
が
あ
ま
リ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
商
品

②
資
源

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
少
な
い
商
品

③
長
期
間
使
用
で
き
、
リ

サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
商
品

④
再
生
さ
れ
た
素
材
や
再
使
用
さ
れ
た

部
品
を
多
く
利
用
し
て
作
ら
れ
た
商
品

⑤
廃
棄
時
の
処
理
や
処
分

が
容
易
な
商
品
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
多
く
に
は
、
選
択
す
る
際

の
目
安
と
し
て
次
の
よ
う
な
マ
ー
ク

(
工
コ

・
ラ
ベ
リ
ン
グ
)
が
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
工
コ
マ
ー
ク

「
商
品
の
製
造
、
使
用
、
廃
棄
等
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
が
、

同
種
の
商
品
と
比
較
し
て
少
な
く」、

「
そ
の
利
用
に
よ
っ
て
環
境
保

全
に
寄
与
す
る
」
商
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
百
パ
ー
セ
ン
ト
古
紙
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
台
所
水
切
り

用
浦
紙
袋
、
布
製
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
な
ど

ωグ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

古
紙
を
利
用
し
た
雑
誌
、
新
聞
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
学

習
帳
、
コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

川
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ー
ク

待
機
時
間
の
電
力
消
費
量
の
低
減
に
配
慮
し
た

O
A
機
器
に
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
の
環
境
問
題
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
住
民
や
企
業
も
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
環
境
に
や
さ
し

い
商
品
の
購
入
に
努
め
、
地
球
環
境
保
全
の
一
翼
を
担
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

グリーンマーク省エネルギーマーク

相
談
は

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

同
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

電
話

0
7
6
4

電
話

0
7
6
6
(
円
以
)

(
日
)
n
H
U
円
/
L
門
〈

U
門
〈

υ

円
/
」
門
/
門
/
円

f
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女
四
月
か
ら
広
報
紙
担
当
と
な
り
、
さ
っ

そ
く
取
材
に
出
か
け
た
が
、
カ
メ
ラ
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
動
か
な
く
な
る
な
ど
ト
ラ
ブ

ル
の
連
続
D

ど
う
も
カ
メ
ラ
と
の
相
性
が

悪
い
よ
う
だ
。
(
操
作
が
ヘ
タ
な
だ
け
と
い

う
説
も
あ
る
。
)
蛇
沢
選
手
の
取
材
で
は
、

ス
ト
ロ
ボ
が
光
ら
ず
、
原
因
が
わ
か
る
ま

で
十
分
以
上
相
手
を
待
た
せ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ぞ
や
迷
惑
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
が
、
蛇

沢
選
手
は
最
後
ま
で
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で

撮
影
に
応
じ
て
く
れ
た
。
ま
さ
に
「
好
青
年
」
と
い
う

言
葉
が
ピ
ッ
タ
リ
。
そ
の
や
さ
し
さ
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
ず
っ
と
応
援
し
て
い
こ
う
と
誓
っ
た
。

(
Y
)

安
い
よ
い
よ
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
。
私
に
と
っ
て
の

楽
し
み
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
の
山
菜

採
り
。
新
緑
を
愛
で
、
か
つ
夕
飯
の
お
か
ず
も
収
穫
で

き
る
こ
と
か
ら
、
家
族
の
一
大
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
時
期
、
山
で
は
山
菜
を
採

り
に
い
っ
て
の
行
方
不
明
者
が
多
発
す
る
。
仲
間
で
声

を
か
け
あ
い
、
夢
中
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
心
掛
け
た

い
も
の
だ
。

(
I
)
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訂
正
と
お
わ
び
八〉

同
月
号
の
特
集
「
一
平
成
十
年
度
富
山
県
予
算
」

中、

二
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
紹
介

し
た
、
一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
予
算
額
が

「6
，1
4
5
億

3
，
7
0
1
円
」
と
あ
る
の

は

「6
，
1
4
5
億

3
，
7
0
1
万
円
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
の
う
え
、
お
わ
び

し
ま
す
。

，....~、・... 
，..".~、』

~-CJ-
木
彫
の
町
、

井
波

「ト
ン
ト
ン
」、「
コ
ツ
コ
ツ
」。
明
け
方
、
瑞
泉
寺
の
鍾
が
鳴
り
響
く
こ
ろ
、
町
の

あ
ち
こ
ち
か
ら
木
槌
を
打
つ
音
や
ノ
ミ
で
木
を
削
る
音
が
聞
こ
え
始
め
る
。

井
波
町
は
、
瑞
泉
寺
の
門
前
町
と
し
て
一
三
九

O
年
に
開
町
。

一
七
六
二
年
に
瑞

泉
寺
が
大
火
に
遭
っ
た
際
、
そ

l

i

l
i

-
-
i
l

i

l

i
-

-

l

i
l
i

-

-
-

の
再
建
の
た
め
京
都
本
願
寺
の
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・
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園
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事
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樹
園
田
瞳

彫
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師
前
川
三
四
郎
ら
三
名
が

圃
・
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A
M圏
直
・
周
額
欄
道
駅
色
町
劇
刷
関
脳
四
幽

派
遣
さ
れ
た
。
再
建
に
は
地
元

・
・
闇
鵡
川
幽
週
緬

.堅
議
削
除
長
圃
珊

W
M】

の
大
工
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も
参
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し
、
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二
部

郎
ら
に
彫
刻
技
法
を
学
ん
だ
が
、

圃
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憲噂司、
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圃
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れ
が
今
日
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ま
れ
、
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園
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昭
和
に
入
っ
て
一
般
民
家
の
座
敷
に
も
普
及
す
る
と
、
彫
刻
師
た
ち
は
寺
社
彫
刻
か

ら
欄
間
彫
刻
へ
と
主
力
を
移
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、
瑞
泉
寺
か
ら
伸
び
る
八
日
町
通
り
は
、
井
波
町
の
メ
イ

ひ
さ
し

ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
庇
の
深
い
古
い
つ
く
り
の
家
々
や
木
製
の
看
板
、

自

E
の
石
畳
、
そ
し
て
欄
聞
の
素
材
と
な
る
楠
の
ほ
の
か
な
香
り

が
独
特
の
情
緒
を
醸
し
だ
す
。
現
在
、
こ
こ
に
は
百
五
十
軒
ほ
ど

の
工
房
が
あ
り
、
約
三
百
名
の
彫
刻
師
た
ち
が
黙
々
と
製
作
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
温
も
り
の
あ
る
木
彫
り
の
音
は
、
見
事
な
ま
で

に
町
に
溶
け
込
む
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
こ
の
町
で
先
達
が
培
っ

て
き
た
伝
統
と
技
が
現
在
も
脈
打
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

① 

※

〈井
波
の
木
彫
り
の
音〉

は
、
環
・境
庁
の

「日
本
の
音
風
景
百
選
」
に
選
定



今月かう r2000年とやま国体募金」がスター卜します。

これは、 2000年とやま国体を県民総参加で成功させるため、

県内の経済、社会団体等の民間団体かうなる2000年とやま国体

募金推進委員会が、広く県民の皆さんおよび県内外の各界の方々に

協力を呼びかけるもので、集め5れた募金は県に寄付され、
2000年とやま国体の運営経費に役立てうれます。

県内のスポーツ・文化施設などに募金箱を、金融機関(郵便局

を除く)に募金箱と振込用紙を設置しますので、皆さんのご協力

をお願いします。

皆さんのあたたかいご協力が2000年とやま国体を支えます

ギ255b3iZ14芸能て
。開催期間

冬季大会 平成12年 2月19臼(土)-----22日(火)
夏季大会平成12年 9月 9日(土)-----12日(火)
秋季大会平成12年 10月14日(土)-----19日(木)
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